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概要

本書は、型式i正明申請での適合性説明結果を踏まえ、後段審査である設置(変更)許可印請において確認

を要する事項をまとめたものである。

確認事項覧を次頁以降に不す本書で整理した確認事項の確認、区分はり【下のとおりである。

確認区分

設置(変更)許司申請の設計条件が型鵡正明申

請の設計条件に包含されていることを確認、す

る項目

設殿(変更)許可申請での設三怜怖において、

型式証明申請の設計条件が考慮されているこ

とを確認する項目

設置(変更)許可申請時の確認、内容

型式証明で設定した設計条件が、事業者が収納す

る使用済燃料、及び貯蔵施設の設計条件と適合し

ていることを確認する。

施設設計の妥当性評価を実施する場合のインプ

ツト条件となる、型式証明申請から引き継がれる

事項が適切であることを確認、する
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2.共通事項

項目

収納物の収納条件

使用済燃料の種類

MSF・24P型設計条件

NR使用済燃料(ウラン燃料)

・17× 17燃料 48,000肌〒d/t 型(A醐

初期1齢冒度 4.2帆%以下
最高燃焼度蝿,000肌Ⅷ/t 以下
冷却期問巧年以上
17×17燃料 48,000肌Ⅷ/ι型綿型)

初期訓賄者度 4.2W協以下

最高燃焼度鮨,000肌Ⅷ/t 以下
冷却期問 17年以上

・17× 17燃料 39,000肌「d/t 型(A醐

初期訟蹄度 3.7W協以下

最高燃焼度 39,000肌Ⅷ/t 以下

冷却期問 15年以上

・17×17燃料 39,000肌〒d/1 型(B独
初期訓驗度 3.7W協以下
最高燃焼度閼,卯m側/1以下
冷却期闇 17年以上

設置(変更)許可申請時
の確認事項

設置(変更)許可申請書

に記載の使用済燃料の仕
様が左記条件の範鬮内で

あること。

・15×15 燃料 48,000棚d/t 型(A独
初期ψ蹄ミ度 4. Nt%以下

最高燃焼度 48,oom側/t 以下

冷却期間 15年以上
・15×15 燃料 48,000脚d/t 型(B型)

初期ψ紳ミ度 4. Nt%以下

最高燃焼度蝿,000玲Ⅷ/t以下
冷却期間 17年以上

確認

区分湘

・15X巧燃料 39,000弧Td/t 型(A型)

初期ψ皮縮度 3.5W伐以下
最高燃焼度 39,00の併d/1以下
冷却期問 15年以上

バーナブルポイズ
ン集合体の種類

①

15× 15 燃料 39,00山欄/t 型綿型)
初期U紳省度 3,5WI%以下

最高燃焼度閼,oom側/t以下
冷却期闇Ⅱ年以上

・17×17燃料用(A型・ B型共週

照射期問器明日(約90,00肌Nd/t 相当)以下
冷却期問巧年以上

MSF・2Ⅱ型1基あたりの収納体数 12体以下

収納制限

・15X巧燃料用(A型・ B型共週

照射期問 2671日係勺90,oom側/t 相当)以下

冷却期問巧年以上
MSF・24P型1基あたりの収納体数松体以下
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17×17燃料と 15X巧燃料・は混載しない。

(48,000INd/t 型と 39,000肌Υd/t 型、及びA型とB
型は区別なく混載可能)

MSF-24P梨への配貴上の制約は図 1のとおり。

設置(変更)許可申詰書

に記載のバーナブルポイ
ズン集合体の仕様が左記

条件の範囲内であるこ

と。

湘仏寉認区分】
①:設殿(変卿許可申訥の設計条件が型式征明申請の殺論条件に包含されてい

ることをる侮忍する項H。
②:設殿(変卿許可申訥での設計評価において、型式証鴫申請の設計条件力堵

恵されていることをる餓1する項目悦殻1蛤循平価のインプットとなる条件)。

収納物の収納条件が左記

に合致していること。

①

①



項同

兼用キャスクのa様

収ネ削本数

最大n哨壊熱量

寸法・牙到犬

MSF・誕P型設計条件

主要材質

羽体

内部充填ガス

15.8鄭

シール材

表 1 のとおり。

閉じ込め監視方式

兼用キャスクを設置す

表1のとおり。

設計貯蔵翔問

へりウムガス

兼用キャスクの貯

ル捌易所

金属ガスケット

兼用キャスクの貯

蔵姿勢

圧カセンサによる蓋闇圧力監視

貯蔵旛設

兼用キャスクの設

置方式

設置(変更)許可申請時
の確認事項

60年以下

貯蔵建屋内又は屋タト

兼用キャスクの仕様が左

記の条件に合致している

こと。

蓋部の金属部への衝突が生じない設識方法(横置

き)

貯蔵架台上に設殿

確認

区分淘

①

①

①

熊用キャスクを設霞する

貯蔵施設が左記の条件に

合致していること。

①

①

①

①

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

①

①

①

①

淘杯寉認区分】
①:殺置(変見許可申諸の設計条件が型式証明申詰の設計条件に包含されてい

ることをる鶴忍角"る項H。
②:設置(変動許可申詰でのa蛤作刊航こおいて、型式証明申諸の設計条件力逃

慮されていることを硫認する項月雌設設計評価のインプットとなる条件)。
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巨壷ヨ

一画

燃焼度が44,00山剖/{以下の使用済み燃料集合体の収納位識

図I MSF-24P型への配置上の制約

(17×17燃料収納時、15×15燃料収納時共週

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

4

^■然焼度が48,00山Ndn以下の使用済燃料集合体の収納位置

[Σヨ内は商業機密のため、非都"とします。
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全質量(使用済燃料集合体を含む)

項

収

アルミニウム合金 6Ⅲ一A3004-HⅡ2)

ほう素添加アルミニウム合金

最 大

納

表I MSF-24P型の仕様

キャスク本体

目

崩
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木材
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(注D 収納する使用済燃料・集合体のうち最も重い17×17燃料・(バーナブルポイズン染合休を収納した状態)

を収納した最大質量である。

(注2)貯蔵用上部緩衝体から貯蔵用下部緩衝体問の長さである。

(注3)貯蔵用緩衝体外径寸法(上部・下音曄蛸圏である。
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3.設置許可基準規則適合性第16条関連

MSF-24P型設計条件又は設置(変更)

項目 許可申請に適用する条件

臨界防止機能(第2項^ハ)

(臨界防止機能固有の確認事項なし。)

遮蔽機能(第4項^)

使用済燃料の初期
濃縮度(最低)

使用済燃料の軸方

向燃焼度分布

遮蔽機能データ

17× 17燃料

15× 15 燃料

表2のとおり。

Vι%以上

t%以上

虚置(変更)許可申請時の確認事項

除熱機能俸4項二号)

使用済燃料の初期
濃縮度(最{勵

使用済燃料の初期濃縮度(最個が、兼
用キャスクの設計条件として設定した左

記の条件の範囲内であること。

使用済燃料の軸方向燃焼度分布が、兼用
キャスクの設計条件として設定した左記

の条件の範囲内であること。

工場等周辺における直接線等からの防護

(第29条第1項)への適合性副西として
実施する工場等周辺における空問線量率
を調西するため、及び放射線力らの放射
線業務従事者の防護(第 30 条第1項
号)への適合性i平1而として実施する放射
線業務従事者が業務に従事する場所にお
ける放射線量を評価するために用いる

MSF24P 型の遮蔽機能データが型式ミ正明
申請第 16 条の適合性二平価と同じ手怯で
求めた線束であること。

使用済燃料の軸方

向燃焼度分布

貯蔵状態における

兼用キャスク周囲

温度(最高)

17×17燃料^ 1%以上
15×15燃料■V協以上

確ミ忍

区分汁

寸法

表2 のとおり。

貯蔵建屋内貯蔵 45て以下

屋外貯蔵開て以下

兼用キャスクの崩

壊熱量

①

MSF-24P 型の全長:67認肌

MSF-24P型のキャスク本体外径

Φ2596m

MSF-24P型の緩衝体外径Φ3550

最六崩壊熱量・158kw

①

使用済燃料の初期濃縮度(最低)が、兼
用キャスクの設計条件として設定した左

口己の条件の範囲内であること。

使用済燃料の軸方向燃焼度分布が、兼用
キャスクの設計条件として設定した左記

の条件の範囲内であること。

貯蔵状態における兼用キャスク周囲温度
(最高)が、兼用キャスクの設計条件と
して設定した左,eの条件の範囲内である
こと。

貯蔵建屋の除熱1平1西に用いるMSF-24P型

の寸法が、左紀の条件と合致しているこ

と

②
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①

貯蔵建屋の除熱1平f西に用いるMSF-24P型
の最大崩壊熱量が、左記の条件と合致し

ていること。

【碓認区分】
(変卿許可申請の設計条件が型式証明申請の設計条件に包含されてい

ることを確認する項月。
(変卿許可申請での設ヨ糟荊において、型式征明市請の澀1条件力彰

慮されていることを確認する項月傑靈躯ぬ'作怖のインブットとなる条件)。

[ニニコ内ネ商絢撲密ため、非ユ瑚とします
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②

①
①

測
①
②



MSF・24P型設計条件又は設置(変更)
許可申0青に適用する条件項目

閉じ込め機能(第4項三号)

貯蔵状態における一20て以上

兼用キャスク周囲
卸窒(最低)

蓋間圧力

貯蔵初期のキャス
ク本体内部圧力

基準漏えい率

0.41柵a 以下

0.08、住a 以下

設置(変更)許可申請時の確認、事項

17× 17 燃料4又納時

:2.60 10 pa ・ m s

15×15燃料収納時

:2.60× 10 pa ・ m3 S

貯蔵施設の貯蔵状態における兼用キャス

ク周囲温度(最イ勵が、兼用キャスクの

設計条件として設定した左記の条件を満

足すること。

蓋問圧力が、兼用キャスクの戚。1条件と
して設定した左記の条件を満足するこ

と。

貯蔵初期のキャスク本体内部圧力が、兼

用キャスクの設計条件として設定した左

,己の条件を満足すること。

貯蔵開始前の気密漏えい検査で確認され

る漏えい率の判定基準(リークテスト判

定基準)が、左。eの基準漏えい率を下回
るよう1一設定されていること。

確ミ忍

区分

①

①

②
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【確認区分】
設睡佼卿許可申請の恕1条件が型式1正明申請の設計条件1一包含されてい
ることを確認する項岡.
設価(変動許可申請での設ヨ怯平価において、型式証明申,轟の譜1条件力堵
慮されていることを確認する項月^磁怯剥西のインブy卜となる条件).

淘
①
②



(上部)

表2 使用済燃料の岫方向燃焼度分布

軸方向燃焼度分布

(下部)

(注)ノードは燃料有効部を軸方向に蝿分割したものである。

無断複製・転載禁止三菱重工業株式会社

[1^内は商業幟密のため、非立陽跿しまt。


